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年頭のご挨拶

公益社団法人　富山県浄化槽協会
会 長　上　田　勝　朗

（一般社団法人 全国浄化槽団体連合会 会長）

　令和₇年、あけましておめでとうございます。

昨年は元日に能登半島を震源地とする大地震、

₉月には線状降水帯による豪雨災害があり、こ

れまで浄化槽は災害に強いと考えられていまし

たが、液状化現象による被害は上下水道、道路

だけでなく、浄化槽にも大きな被害がありまし

た。₁年が過ぎてもまだ復旧途中で、被災され

た方にはお見舞いを申し上げると共に、亡くな

られた方やご家族にお悔やみ申し上げます。

　他人事ではなく、この経験を基に改めて災害

を想定した対策や必要な準備をしておきたいと

思います。₂月２１日に富山県市町村会館におい

て、能登半島で災害の復旧支援活動に関わった

方々を集めて感じたことを話してもらうシンポ

ジウムを開催いたします。全国にも Web 発信

する予定です。

　さて、富山県浄化槽協会としては11年間、県

内15市町村をまわって、生活排水処理対策とし

て下水道整備と浄化槽設置の役割分担と費用対

効果、下水道の使用料金と浄化槽維持管理費用

の不公平解消、将来の人口減少による生活排水

処理のあり方、家庭用浄化槽の信頼向上のため

の警報器設置の義務づけについて提案してきま

した。まずは市町村整備で設置された公共浄化

槽から警報器を付けたいという市がありまし

た。災害時の避難所や防災拠点への浄化槽設置、

法定検査の未受検対策として設置に補助金を受

けた浄化槽の管理者は検査を受けることを約束

しているはずなので、市町村においては県と連

携して受検率向上のための指導をお願いしてき

ました。

　年末には新田知事、竹内生活環境文化部長に

も要望・提案に行きました。今後、人口減少だ

けでなく、生活排水の一人あたりの水量が減少
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すると予想されます。総務省準公営企業室は下

水道会計の企業会計、独立採算を指導していま

す。名水富山県の水辺を守るためには、生活排

水対策として下水道と浄化槽のベストミックス

で進めていくことが大切で、浄化槽が財政に優

しく、災害に強いことを説明してまわりました。

　全浄連においては、「浄化槽ビジョン2024」

を作成して事業方針や計画の基礎としていま

す。毎年見直していきますが、多くの情報を適

時に発信していきます。常に組織はビジョン、

長期計画を持って事業計画を作成するものだと

思っています。

　現在、全国で浄化槽管理士研修会が開催され

ていますが、浄化槽が信頼される維持管理をさ

れるように全国の管理士の技術向上を図り、全

国一律の技術水準にしたいと思っています。同

じ考えで、浄化槽設備士についても国土交通省

の後援で2月に全国5カ所で研修会を開催いたし

ます。浄化槽設備士の数など現場の実態がわ

かってきて、今後の設備士養成計画の参考にな

ると思います。この研修を受けていないと補助

金対象の浄化槽設置工事ができなくなると思い

ます。

　まだまだ大きな課題としては、下水道整備区

域の単独処理浄化槽の対策があります。多くは

高齢者住宅です。将来は空き家になる可能性が

高いと思います。下水道整備区域内であっても

費用対効果を考え、浄化槽の方が工事しやすい

場所もあります。

　もう一つは集落排水です。人口減少地域に多

く、施設の老朽化の中で利用者の減少が進んで

います。その相談窓口として全浄連ではコンサ

ルタント業務を始めました。浄化槽業界は集落

排水処理施設や下水道処理施設の維持管理もし

ています。浄化槽から下水道まで相談できるコ

ンサルタントは今まで無かったようです。

　これから浄化槽台帳のデジタル化が進みま

す。災害時においてそれが重要だということを

実感しました。これからは施工、保守点検、清

掃の現場にデジタル化を進めることになりま

す。そのデータを活用して、浄化槽をより信頼

できるものにしていきたいと思います。災害時

のトイレの問題についても関連業界として責任

ある提案活動をしていきます。
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年頭のご挨拶

富山県生活環境文化部
部長　竹　内　延　和

　令和₇年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶

を申しあげます。

　公益社団法人富山県浄化槽協会の皆様には、ご

健勝で新年をお迎えのこととお喜び申しあげます。

　貴協会の皆様には、日頃から、浄化槽の普及や

適正管理の推進、法定検査の受検率向上の取組み

にご尽力いただき、厚くお礼申しあげます。

　さて、昨年を振り返ると、元日に発生した能登

半島地震では、県内でも大きな被害が発生し、浄

化槽においても、本体の浮上や配管の破損などの

被害が数多く発生しました。皆様には震災からい

ち早く、被災浄化槽の確認・点検作業などに多大

なご協力をいただいたところであり、改めて深く

感謝申しあげます。

　この災害では様々な課題が浮き彫りになったこ

とから、県において災害対応に関する検証を進め

ているところであり、取りまとめた検証報告書は、

富山県地域防災計画の見直しに反映することとし

ています。

　県では、一日でも早い県民の生活再建に向けて

復旧支援を進めるとともに、この検証結果を踏ま

え、災害に強い県づくりに向け、浄化槽について

も協力体制や平時からの備えなどについて確認・

見直しを行うなど、貴協会との協定に基づく災害

時連携がさらに円滑に進むよう取り組んでまいり

ますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い

いたします。

　また、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への

転換に向け、設置者への呼びかけを進めるととも

に、浄化槽が有する優れた汚水処理能力が最大限

に発揮されるよう、法定検査の受検の徹底や適正

な維持管理の推進に取り組んでまいりますので、

ご協力をお願いいたします。

　結びに、公益社団法人富山県浄化槽協会の限り

ないご発展と、会員の皆様方のますますのご健康、

ご活躍、ご多幸を心からお祈り申しあげまして、

新年のご挨拶といたします。



浄化槽とやまNo.9７ 4

富山県合併処理浄化槽普及促進協議会
富山市環境部長　舟　﨑　文　彦

年頭のご挨拶

　令和₇年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶び

を申し上げます。

　公益社団法人富山県浄化槽協会並びに協会会員

の皆様におかれましては、日頃から環境行政の推

進に格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上

げます。

　昨年元日に発生した能登半島地震による甚大な

被害に加え、₇月の豪雨災害も相まって、能登地

方の復旧・復興への道のりが大変厳しい状況にあ

る中、これまで本県のみならず能登地方の被災自

治体への災害支援を継続されている皆様方に、深

く敬意を表するとともに感謝申し上げます。

　さて、私たちが住む富山県は、大小三百余りの

河川が流れ、多様な生物を育み、地下水を涵養す

るなど豊かな自然環境を有しており、私たちはこ

うした素晴らしい環境を守り、後世に引き継いで

いく必要があります。

　合併処理浄化槽は、下水道と同等の処理能力を

有し、自然環境を保全する上で大変重要な役割を

果たす設備であり、皆様方による適正な維持管理

が継続的になされてきたことにより、地域の生活

排水対策と水質保全を担う装置として高い評価を

得ております。加えて、先の震災における合併処

理浄化槽の災害復旧について、スピードやコスト

の面から災害時の有用性が再認識されております。

　しかしながら、未だ単独処理浄化槽を使用され

ている世帯が多数あるのが現状であり、こうした

状況を改善するべく、今後とも皆様とともに合併

処理浄化槽の普及促進等に取り組んでまいりたい

と考えております。

　終わりに、公益社団法人富山県浄化槽協会のさ

らなるご発展と、新しい年が会員の皆様にとって

健やかで希望に満ちた一年となりますようお祈り

申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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　今回で11回目となる市町村長要望は、上田会長に
五十嵐・廣瀬両副会長、熊野専務理事が同行し、地
元の支部長さん他の協力を得て、今年も全１５市町村
を訪問しました。今回は₇人の首長さんに直接お会
いすることができました。
　お忙しい中設けていただいた貴重な時間の中で、
現場を良く知っておられる市町村長さんから“こん
な風にしたらもっとよくなる”というご意見をいた
だき、全浄連の会長として大臣や国の幹部にお会い
する機会に直接届けたいとお願いし、要望や提案だ
けでなく個別 ･ 具体的な情報交換も行いました。
　協会からは、①下水道と浄化槽のベストミックス
で生活排水処理をやっていただきたいこと②全浄連
が環境省の室長等も交えて「浄化槽ビジョン2024」
を策定したので、ぜひ参考にしていただきたいこと
③下水道と浄化槽の経費負担是正のため浄化槽の維
持管理費に対する助成制度を設けていただきたいこ

市町村長さんへの要望・提案

₁　汚水処理手法のベストミックス追求による持続可
能な生活排水処理の実現について

₂　合併処理浄化槽の整備促進について
₃　単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進

について
₄　個人の浄化槽設置者に対する維持管理費等の助成

制度の創設等について
₅　地震に強い浄化槽整備や災害に備えた体制づくり

について
₆　法定検査の受検促進及び浄化槽台帳整備への協力

について
₇　浄化槽の信頼向上のための警報器取付け促進につ

いて

浄化槽に関係する市町村長への要望・提案

と④受検率が全国平均より低い法定検査について、
市町村においても啓発していただき、受検率アップ
に協力いただきたいことなどを要望しました。
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新田知事に要望書を手渡す上田会長（右）

竹内延和　富山県生活環境文化部長と

富山県知事等への要望・提案
▪ 富山県知事への要望・提案� 令和₆年12月16日（月）11：30～　知事応接室

▪ 富山県生活環境文化部長への要望・提案� 同日10：30 ～　生活環境文化部長室

₁　県が主体となった協議会の設置と浄化槽行政の推進について
₂　特定既存単独処理浄化槽に対する措置の強化について
₃　単独処理浄化槽の合併処理浄化槽への転換促進について
₄　県民の浄化槽に対する理解増進のための広報・環境教育の充実と法定検査の推進について
₅　浄化槽の維持管理の向上を支える精度の高い浄化槽台帳の整備促進について
₆　個人の浄化槽設置者の維持管理費の負担軽減に取り組む市町村への支援について
₇　災害に備えた体制づくりと地震に強い浄化槽の整備について
₈　浄化槽の脱炭素化の推進について
₉　浄化槽の信頼性向上のための警報器取付けの促進について

◆ 浄化槽に関係する富山県知事への要望・提案 ◆

　上田会長に廣瀬副会長及び熊野専務理事が同行

し、富山県庁において「浄化槽に関する富山県知

事への要望・提案」を実施しました。

　10回目となる今回も、新田八朗知事に直接お会

いして、「県が主体となった協議会の設置と浄化

槽行政の推進」や「災害に備えた体制づくりと地

震に強い浄化槽の整備」などを₉項目にまとめた

要望・提案書を手渡しました。

　上田会長は、今年、（一社）全国浄化槽団体

連合会（全浄連）で策定した「浄化槽ビジョン

2024」を贈呈するとともに、富山県内における浄

化槽の現状をはじめ、全浄連会長としての働きの

中で得た最新の国の動きや全国の情報を踏まえな

がら、懇談をさせていただきました。

　知事への要望・提案に先立ち、生活環境文化部

長室において竹内延和生活環境文化部長に対し要

望・提案書を渡し、中島参事、九澤参事、森環境

政策課長など、多くの方に同席をいただき、要望・

提案の説明及び情報交換を行いました。
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▪令和₆年11月25日（月）13：30～15：00　富山商工会議所ビル　≪理事13名、監事₁名出席≫

　◎　決議事項は、すべて原案どおり承認されました。

【決議事項】

第₁号　市町村長及び富山県知事への要望・提案について

第₂号　行政との情報交換会等の開催について

第₃号　今後の事業予定について

【報告事項】

第₁号　会長の職務執行状況について

第₂号　専務理事の職務執行状況について

第₃号　環境省 二酸化炭素排出抑制対策事業等補助金について

第₄号　浄化槽管理士研修会の実施状況について

第₅号　退会届等の状況について

第₆号　富山県総合防災訓練における浄化槽の災害対応訓練につ

いて

第₇号　受賞のおよろこびについて

第₄回 臨時理事会の開催

受賞のおよろこび
国土交通省　不動産・建設経済局長表彰

（令和₆年10月₁日）

栗　林　卓　也 氏	（㈱西原ネオ）

グランドヒル市ヶ谷で開催された第38回全国浄化槽大会にお
いて表彰式が行われ、受賞されました。

富山県知事表彰　環境保全部門功労者表彰
（令和₆年10月12日）

五十嵐　郁　夫 氏	（アムズ㈱）

富山産業展示館（テクノホール）で開催された「とやま環境
フェア２０２４」 において表彰式が行われ、受賞されました。

環境省　環境再生・資源循環局長表彰
（令和₆年10月₁日）

原　野　　　誠 氏	（㈲クリーンアクト砺波）
（富山県環境保全協同組合から推薦）

グランドヒル市ヶ谷で開催された第38回全国浄化槽大会にお
いて表彰式が行われ、受賞されました。



浄化槽とやま No.9７9

令和₆年度（₈月～）の主な事業活動状況

◆機関誌「浄化槽とやま」第96号発送
　₈月₆日（火）

◆浄化槽管理士研修会　36名受講（会員32名、非会員₄名）
　₈月23日（金）10：00～16：30　富山産業展示館（テクノホール）
　⑴　講師：今多奈緒技師 ･ 富山県環境政策課
　　　　　　「浄化槽行政の動向について」
　⑵　講師：岡城孝雄所長・岡城技術士事務所　
　　　　　　「あらためて浄化槽の基本事項について・最新小型浄化槽の構造・

機能について」
　⑶　講師：古市昌浩調査・研究グループリーダー・（公財）日本環境整備教

育センター
　　　　　　「浄化槽保守点検業の登録に係る研修」

◆「県民一斉防災訓練　シェイクアウトとやま」に参加
　₉月₂日（月）10：00 ～
　・　事務所内で安全確保行動、スマートフォン（LINE）による検査員の「安否確認訓練」を実施

◆浄化槽法指定検査機関東海北陸ブロック協議会第₂回検査員連絡会　《静岡県浜松市》
　₉月12日（木）～13日（金）13：00 ～
　　検査員₃名出席

◆第₃回　青年部会幹事会　
　₉月24日（火）10：00 ～　富山商工会議所ビル
　⑴　視察研修会の開催について
　⑵　こども環境教室の開催について

◆富山県総合防災訓練（₈名参加）
　₉月29日（日）₈：30 ～12：00　黒部市総合公園（メイン会場）
　・　魚津断層帯を震源とするマグニチュード7．3の地震が発生
　　　魚津市及び黒部市で震度₇、入善町で震度₆強、朝日町で震度₅強を

観測、大津波警報を発表したとの想定
　・　メイン会場の黒部市総合公園に本部を設置し、上田会長ほか協会職員、

竹林支部長ほか新川支部会員の協力のもとに、能登半島地震で被災した
浄化槽の写真パネルを使用して、チェックシートによる浄化槽の緊急点検訓練を実施

◆「浄化槽の日」普及啓発事業　
　10月₁日（火）富山新聞社、北日本新聞社、建設新報
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10月₁日　建設新報 令和₆年度「浄化槽の日｣ポスター

10月₁日　富山新聞

10月₁日　北日本新聞

　・　新聞に特集記事を掲載
　・　ＫＮＢラジオ放送で「浄化槽の日」を PR
　　　毎週水曜日の朝₈時30分からのニュースの時間帯に放送しているラジオＣＭを、₉月₄日～10月

30日の間「浄化槽の日」バージョンに変更して放送

◆第38回　全国浄化槽大会　《東京都》（本紙₈頁に掲載）
　10月₁日（火）14：30 ～16：30
　・　栗林卓也 理事が、国土交通省不動産・建設経済局長表彰を受賞
　・　原野　誠 理事が、環境省環境再生・資源循環局長表彰を受賞（富山県環境保全協同組合推薦）
　・　上田会長、熊野事務局長出席

◆浄化槽行政担当者会議・浄化槽維持管理等技術研修会（実地研修会）
　10月₂日（水）13：00 ～14：30　第₂電気ビル
　　　　　　　　15：00 ～16：30　富山県空港スポーツ緑地公園
　⑴　浄化槽関係事務や国の動きについて
　⑵　令和₆年度浄化槽特別一斉指導実施要領（案）について
　⑶　法定検査受検率の向上について
　・　県厚生センター・支所₆名、富山市・高岡市各₁名、県環境政策課₃名、事務局₂名出席

◆第14回　TJK 杯ゴルフコンペ（₉名参加）
　10月10日（木）₉：30 ～　太閤山カントリークラブ　　・優勝者

　　　　　竹林　　亨 氏（㈲朝日衛生社）
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◆「とやま環境フェア2024」に参加出展（本紙13頁・₈頁に掲載）
　10月12日（土）～13日（日）　富山産業展示館（テクノホール）
　・　ブース来場者・アンケート回答数　343家族
　・　五十嵐郁夫 副会長が、富山県環境保全部門功労者表彰を受賞

◆こども環境教室
　10月15日（火）10：40 ～11：25　黒部市立村椿小学校
　・　対象：小学₄年生　₁クラス（20名）

◆市町村長への要望・提案（15市町村訪問）（本紙₅・₆頁に掲載）
　10月17日（木）～28日（月）
　・　10/17：小矢部市、砺波市、滑川市、上市町
　・　10/18：富山市、朝日町、入善町
　・　10/22：立山町、舟橋村、魚津市、黒部市
　・　10/28：南砺市、射水市、氷見市、高岡市

◆とやま海ごみボランティア部海岸清掃 in 岩瀬浜
　10月19日（土）₈：30 ～10：30　富山市岩瀬浜海水浴場
　・　青年部会が所属するとやま海ごみボランティア部

主催の清掃活動に事務局から₅名参加

◆「富山商工会議所ビル　防災訓練」に参加
　10月25日（金）10：00 ～
　・　火災発生を想定した「緊急避難訓練」に事務局から₅名参加

◆第38回　全国浄化槽技術研究集会・浄化槽検査員研究会
　第46回　浄化槽行政担当者研究会　《長崎県長崎市》　
　10月30日（水）～31日（木）
　・　上田会長、廣瀬副会長、熊野事務局長、検査員₁名出席

◆全浄連北陸地区協議会　第₃回各県会長会議　《福井県福井市》
　11月11日（月）～12日（火）
　・　新潟・石川・福井・富山の₄県が毎年持ち回りで開催
　　　今年は福井県が担当。各県の会長、事務局長が浄化槽

に関する課題について情報交換
　・　現地視察は、福井駅周辺再開発地区、そば打ち体験

◆環境出前講座（中部支部・新川支部合同開催）（本紙13頁に掲載）
　11月13日（水）15：00 ～　魚津商工会議所　
　・参加者：35名
　・講　師：成瀬　龍也　氏（立山カルデラ砂防博物館 館長）
　・演　題：立山カルデラにおける砂防事業～くらしを守り緑をつくる～
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◆第₁回　精度管理委員会
　11月14日（木）14：00 ～15：00　富山商工会議所ビル
　⑴　委員長の互選及び副委員長の指名
　⑵　令和₅年度法定検査実施結果及び採水員検査の精度管理結果に

ついて
　⑶　令和₆年度採水員検査精度管理実施計画（案）について

◆浄化槽指定検査機関関東甲信越ブロック協議会　検査員研修会及び交流会　《長野県長野市》　
　11月14日（木）13：30 ～

◆第₃回　正副会長会議
　11月25日（月）11：30 ～13：20　ＡＮＡクラウンプラザホテル富山
　⑴　第₄回臨時理事会の提出議題等について
　⑵　今後の予定について
　⑶　会長表彰（功労者表彰・優良技術者）の対象者の推薦について　他

◆第₄回　臨時理事会（本紙₈頁に掲載）
　11月25日（月）13：30 ～15：00　富山商工会議所ビル
　《理事13名、監事₁名出席》
　・　決議事項は、すべて原案どおり承認されました。

◆浄化槽法指定検査機関東海北陸ブロック協議会　研修会及び役員連絡会　《愛知県豊橋市》
　11月28日（木）～11月29日（金）
　・熊野事務局長、検査員₂名出席

◆富山県生活環境文化部長要望（本紙₇頁に掲載）
　12月16日（月）10：30 ～11：00　生活環境文化部長室

◆富山県知事要望（本紙₇頁に掲載）
　12月16日（月）11：30 ～11：45　知事応接室

◆第₂回　職員会議・第₁回　検査員研修会
　12月27日（金）9：00 ～12：00　事務所内

融資制度のご案内 －中小企業脱炭素社会推進資金（環境施設整備枠）－

　燃料価格が上昇するなか、燃料費を抑制するには老朽化した車両の更新が有効な手段の

一つです。県では、ディーゼル車の更新を対象に、通常の利率（1.65％）より有利な利率

（1.15％）を設定した融資制度をご用意していますので、ぜひご活用ください。

� （問い合わせ先　富山県環境政策課　企画係 　林、松井 TEL076-444-3141）
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11月13日（水）15：00～　魚津商工会議所

・　講師に立山カルデラ砂防博物館 館長の成瀬龍也 氏をお招きして、「立山カルデラにおける砂防事

業～くらしを守り緑をつくる～」と題してご講演いただきました。

・　明治39年に着手し、大正・昭和・平成を経て令和の今日も絶えることなく続いている砂防工事の歴

史は、貴重な写真や資料とともに大変興味深いお話でした。

・　今回も当協会の新川支部と

中部支部、新川地区浄化槽協

会及び上市浄化槽協会の₄団

体合同で開催しました。

・　当日は、35名の参加があり、

講座終了後に開催した意見交

換会も大盛況でした。

「とやま環境フェア2024」に参加出展

環境出前講座を開催（中部支部・新川支部合同開催）

10月12日（土）～13日（日）　富山産業展示館（テクノホール）

・　浄化槽のミニチュアモデルで浄化槽の仕組みを紹介

し、体験コーナーでは浄化槽で働く「微生物」を顕微鏡

とパソコン画面を使って観察してもらいました。

・　パネル展示でクイズを出題し、回答用紙でアンケート

を実施しました。

・　ブース来場者・アンケート回答数　343家族

成瀬講師

〈感想コメント〉抜粋

・水の無駄使いをやめようと思った

・微生物の大切さを知りました

・お兄さんの説明わかりやすかった

・興味深いクイズでした

・浄化槽の展示が子供にわかりやす

くありがたかった
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市町村名 行政人口 下 水 道
処理人口

下水道処理
人口普及率

類似施設
処理人口

処理人口
合　　計

汚 水 処 理
人口普及率

対象基数
（基）

検査基数
（基）

受検率
（％）

富 山 市  404.9  378.4  93.5  23.9  402.3  99.4 6,059  4,202  69.4
高 岡 市  163.2  152.2  93.2  5.5  157.7  96.6 5,405  2,255  41.7
魚 津 市  39.0  30.7  78.7  7.5  38.2  98.0 1,837  595  32.4
氷 見 市  42.9  26.3  61.5  13.8  40.1  93.6 3,391  1,481  43.7
滑 川 市  32.7  30.0  91.7  2.0  32.0  97.8 2,215  1,024  46.2
黒 部 市  39.6  26.3  66.4  11.9  38.2  96.5 2,602  898  34.5
砺 波 市  46.9  35.2  75.1  8.6  43.8  93.4 3,936  1,584  40.2
小矢部市  28.2  19.9  70.6  5.5  25.4  90.1 3,061  1,079  35.2
南 砺 市  46.6  42.0  90.2  4.4  46.4  99.6 951  388  40.8
射 水 市  90.7  80.8  89.1  9.7  90.5  99.9 2,337  790  33.8
市  計  934.6  821.8  87.9  92.8  914.6  97.6 31,794  14,296  45.0
舟 橋 村  3.3  3.3  100.0  0.0  3.3  100.0 4  2  50.0
上 市 町  18.9  16.4  86.9  2.2  18.7  98.7 818  215  26.3
立 山 町  24.5  21.5  87.6  2.2  23.6  96.4 1,807  473  26.2
入 善 町  22.5  16.9  75.3  5.5  22.5  100.0 1,011  180  17.8
朝 日 町  10.6  9.2  86.3  0.5  9.7  90.9 1,332  379  28.5
町 村 計  79.8  67.3  84.3  10.4  77.7  97.4 4,972  1,249  25.1
合  計  1,014.4  889.1  87.7  103.2  992.4  97.8 36,766  15,545  42.3

令和₅年度末
汚水処理人口普及率 及び 下水道処理人口普及率

令和₅年度
第11条検査の受検状況

（単位：千人､ ％）

※ 類似施設：農村下水道、コミュニティ ･ プラント、合併処理浄化槽等
※ 表の数値については、四捨五入を行ったため、合計等が合わないことがある。	

浄化槽行政に携わって
富山県生活環境文化部環境政策課　技師　今多　奈緒

　令和₄年₄月に環境政策課
に配属され、浄化槽業務の担
当も₃年目となりました。皆
さまのご指導もあり、３年間
で多くのことを勉強・経験さ
せていただきました。
　特に、昨年の能登半島地震

では、貴協会の協力も得ながら、県内の浄化
槽の被災状況の把握や復旧に関する交付金の
国との調整、県の被災浄化槽の補助制度の拡
充など災害対応に携わらせていただきまし
た。この経験を通して、浄化槽が多くの県民
の生活を支えていることを改めて実感したと
ころです。引き続き、被災者の方のいち早い
生活再建に努めるとともに、今後の災害に備

今多　奈緒 氏

えた体制づくりを進めていきたいと考えてお
ります。
　また、令和₆年度は、保守点検・清掃の実
績報告書の提出依頼・台帳への入力を行った
ところであり、事業者の皆さまには大変な作
業にご協力いただきありがとうございまし
た。今後作業の効率化を進めるなど柔軟なや
り方を模索しつつ、台帳の充実に努めていき
たいと考えております。
　このほか、単独処理浄化槽の合併処理浄化
槽への転換、11条検査受検率の向上、次年度
の浄化槽法改正への対応など、取り組むべき
課題があります。担当者として精一杯努めて
まいりますので、引き続き、皆さまのご指導・
ご協力をお願いします。
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全浄連が「浄化槽ビジョン2024」を策定

　この度、（一社）全国浄化槽団体連合会により「浄化槽ビジョン 2024」

が策定されました。

　浄化槽を取り巻く現状と課題、ビジョン実現に向けた目標・取組の方向

性など浄化槽の信頼確保に向けて、幅広い項目が盛り込まれましたので、

是非ご一読ください。

　会員の皆様には既にお届けしておりますが、追加のご希望があれば協会

までご連絡ください。

　令和₆年₁月₁日に発災した能登半島地震、₉

月21日の線状降水帯による豪雨災害の復旧支援活

動を経験された方に集まっていただき、現場で経

験されたことや、今後同じような災害が発生した

時にどのような準備や対応、連絡体制が必要か検

証しておくことを目的に、シンポジウムを開催し

ます。

　せっかくの機会なので、多くの方のご来場をお

待ちしております。

　なお、当日は Zoom による Web 配信を行いま

すので、ご希望の方は下記によりお申し込みくだ

さい。（参加 500名まで）

主催：（一社）全国浄化槽団体連合会
共催：（公社）富山県浄化槽協会　他
後援 ： 環境省（申請中）・富山県・石川県

「能登半島地震・豪雨災害の
復旧支援活動シンポジウム」を開催します！
令和₇年₂月21日（金）13：30 ～16：30　富山県市町村会館 ホール（Web 配信あり）

▪第₁部　基調講演

　「令和₆年₁月₁日能登半島地震災害復旧支援」

� 石川県廃棄物事業協同組合　事務局長　高橋　徳信 氏

　「能登半島地震災害対応と避難所トイレシステム」

� （一社）全国浄化槽団体連合会　主査　平川さくら 氏

▪第₂部　パネルディスカッション

　「能登半島地震災害復旧支援で感じたこと、今後の対策」

　 パネリスト

　（一社）全国浄化槽団体連合会	 常務理事　昇　　広文 氏

　（一社）日本環境保全協会	 副 会 長　廣瀬　　淳 氏

　（公社）石川県浄化槽協会	 事務局長　高木　裕美 氏

　　　　石川県廃棄物事業協同組合	 事務局長　高橋　徳信 氏

　（公社）富山県浄化槽協会	 前検査課長　江本　隆雄 氏

　 コーディネーター

　（一社）全国浄化槽団体連合会	 会　　長　上田　勝朗 氏

参加の方は上記ＱＲコード又は下記
ＵＲＬより申込みください。
� （500名まで）

https://us02web.zoom.us/j/85076050406?
pwd=i1RNaIhFlg2cqVd5okre9u4ZeEZCfW.1

ＷＥＢ会場
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▶令和₆年12月末現在
　　　　　　正会員　　　　９２社
　　　　　　賛助会員　　　１３社
　　　　　　計　　　　　１０５社

〈退　会〉

業　種 会員名 住所

工 事 業 ㈲横尾設備 朝日町

▪会員情報

（敬称略）

▪令和₇年度　浄化槽管理士研修について

　浄化槽法の一部改正に伴い、富山県及び富山

市では条例が改正され、業登録更新申請書に掲

載する浄化槽管理士に対し、登録有効期間ごと

に₁回以上の研修を受講させるよう義務付けら

れました。

　この業登録更新に必要な浄化槽保守点検業務

に関する研修として、「浄化槽管理士研修会」

を今年も₈月中旬に開催します。業登録の更新

には、登録申請書に記載された浄化槽管理士全

員の本研修会の受講証明書の添付が必須となり

ますので、計画的に受講してください。

　なお、詳細は決まり次第お知らせしますが、

受講申請は、開催日の₂か月前から先着順で受

け付けし、定員に達し次第締め切りますので、

お早めにお申し込みください。

▪今後の開催予定（総会・理事会等）

▶第13回　定時総会
　と　き：令和₇年₆月₃日（火）
　ところ：富山商工会議所ビル

と　き：令和₇年₂月21日（金）13：30 ～

ところ：富山県市町村会館ホール

能登半島地震・豪雨災害の
復旧支援活動シンポジウム

▶行政との情報交換会
　と　き：令和₇年₁月23日（木）16：00 ～
　ところ：富山県民共生センターサンフォルテ
▶第₁回　法定検査運営委員会
　と　き：令和₇年₂月13日（木）14：00 ～
　ところ：富山県民会館

▶新春懇親会
　と　き：令和₇年₁月23日（木）17：30 ～
　ところ：とやま自遊館
▶第₃回　総務委員会
　と　き：令和₇年₃月11日（火）15：00 ～
　ところ：富山商工会議所ビル
▶第₂回　定例理事会
　と　き：令和₇年₃月24日（月）15：00 ～
　ところ：富山商工会議所ビル

新任職員の紹介

検査課 検査員補助
� 堀　　　友　晶
　令和₆年１１月₁日
付けで検査員補助員
として採用となりま
した。

　まだまだ分からないことばかりです
が、「千里の道も一歩から」をモットー
に周囲の方々から支えて頂きながら、
日々業務知識の習得に努めています。
　コーヒーが好きで焙煎店や喫茶店に
よく行きます。いつか自家焙煎にも挑
戦してみたいです。
　よろしくお願いいた
します。




